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あらまし : ここ数年、新しいタイプの FFTアナライザーが多く見られる様

になってきた FFTアナライザーは高精度アナログ回路、高速に演算処理をす

る能力及びデータ表示機能が必要とされるc パソコンにアナログフロントエンド

を組み合わせ、もしくはパソコン本体の IS:¥もしくはPCIのパス，PCMCI:¥コ

ネクタにアナログ部、場合により演算用DSPを載せた基板を実装し、パソコン

の演算能力を活かし FFT解析を実現するタイプのものであるご

従来から高価なワークステーションとデー

タ収集フロントエンド、の多チャンネル計測シ

メリットはパソコンが得意とするファイル管

理や、既存の使い慣れたソフトを利用しての

二次処理、ネットワークに接続して、ウイン

ドウズ上で簡便にデータの授受が可能になる

と言った処にある 3

ステムがあったが、パソコンの低価格化、処

理能力の向上、ウインドウズの普及で従来よ

りこうした組み合わせが低価格に実現できる

様になり、機能の追加も図られ、身近になる

とともに使い易くなってきているc

こうしたタイプの FFTアナライザーの

この様な製品の代表的なものの一つ、小野測

器のマノレチチャンネル データステーション

(DS9100シリーズ)を紹介する。

この装置は、アナログフロントエンドが独立

匿体になっていて、パソコンと組み合わせて

使用するタイプのアナライザーある。

パソコンとは光ファイパーケーブルで接続さ

れているため、電気的に絶縁され、最大で 1

o Omまで延長することができる。又ノート

タイプパソコンとの組み合も可能で今後発売

でされる小型のユニットと組み合わせれば持

ち運びも可能となるc
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